
　大阪府立急性期・総合医療センターとの連携事業として平
成24年度から開催してきた「市民公開講座」は、平成28年度
で5年目を迎えました。
　今年度からは、臨床検査学科と作業療法学科の開設で講師
の顔ぶれがさらに多様化しました。6月19日（日）には「乳が
ん」をテーマに今年度の第1回目を開催し、大阪府立急性期・
総合医療センター乳腺外科主任部長の元村和由先生が「乳が
ん―最近の進歩―」と題して基調講演を行いました。また、本
学の作業療法学科中西一助教による「乳がん手術とリハビリ
テーション」、看護学科久木元由紀子准教授による「リンパ浮腫
の予防とケア」、鍼灸学科増山祥子講師による「がん疼痛と鍼
灸療法」の講演が行われました。
　今年度はこのほか、9月11日（日）に「骨粗しょう症」、10月
30日（日）に「高齢者と眼疾患」をテーマに開催する予定です。

　日本とアジア大洋州地域の相互理解などを目
的とした外務省の事業「JENESYS2015」の
一環で、東南アジアの島国東ティモールの訪問
団が平成27年10月に来日し、森ノ宮医療大学
を訪れました。メンバーは東ティモールで総合医
療や看護、助産、薬学、栄養を専攻する大学生な
ど約20名。本学での滞在は4時間足らずと短い
ものでしたが、ミニ講義や施術所、実習室の見学
の後はメディカフェで本学学生との「ランチ交流
会」に参加しました。
　交流会では、双方の学生がなごやかにランチ
を食べながらコミュニケーションをとり、会場は
言葉の壁を感じさせない一体感と熱気に包まれ
ました。終了後、本学の学生からは「もっと時間が
ほしかった」「英語を話せるようになりたいと思っ
た」などの感想が聞かれました。

５年目を迎えた市民公開講座

大阪府立成人病センターと連携協定を締結
　森ノ宮医療大学は、平成29年3月に「大阪国際がんセンター」
として生まれ変わる大阪府立成人病センター（大阪市東成区）と相
互連携協定を締結しました。
　6月13日（月）に行われた調印式では、成人病センターの松浦
成昭総長が、「同じ森ノ宮が発祥の病院と学園が連携を結ぶこと
で、ともに発展するきっかけにしたい」とあいさつ。本学園の清水
尚道理事長は「学園本部の近隣に位置する大阪府立成人病センタ
ーと連携協定を締結できることは大変ありがたい」と述べました。
　大阪府立成人病センターと本学は今後、学生の病院実習や、双
方の施設の活用、人材の相互派遣等で、連携・協力を進めていく予
定です。

大学経営企画室社会連携・地域貢献活動

森ノ宮医療大学は開学10周年を迎えます
　森ノ宮医療大学は平成19年度の開学から10年目を迎えました。
11月26日（土）には、10周年を記念したイベントを開催します。
　第１部（午前）は「チーム医療」をメインテーマに学術大会を開催
します。堺市立総合医療センター呼吸器内科部長の郷間巌先生に
よる「多職種連携実践を推進する呼吸ケア・リハビリテーションチー
ムの取り組み」と題した特別講演の後、相愛大学人間発達学部発
達栄養学科の竹山育子准教授や本学の青木元邦保健医療学部長
ら計７人が「多職種連携―チームで支える高齢者医療―」と題した
発表と討論を行います。
　第２部（午後）では開学10周年記念式典を行います。淀川キリス
ト教病院グループ理事長の柏木哲夫先生による記念講演「終末期
医療を考える」のほか、本学と包括連携協定を締結している相愛大
学による弦楽四重奏を予定しています。また、10周年を記念して
本学教員が制作した、認知症や腰痛などの予防のための体操『もり
もり元気体操』もお披露目されます。
　なお、これらの催しは東棟（イーストポート）１階の体育館兼講堂
を改修した、座席数400席の新ホールで行う予定です。８月から改
修工事を進め、この10周年記念イベントがこけら落としとなる見
込みです。また、新ホールとイーストポート４階の大講義室（415
教室）を中継でつなぐことが可能となるため、ホールの様子が大講
義室にリアルタイムで映し出され、大講義室の約150席とあわせ
て最大約550人が同時に講演の様子を見られるようになります。

第1回 森ノ宮医療大学学術大会（9：30～12：00）第1部 記念式典（13：30～）第2部

15：30～
（メディカフェにて）

懇親会

森ノ宮医療大学　開学10周年記念式典の概要

● 開会あいさつ　清水尚道 理事長
● 弦楽四重奏　相愛大学学生
● 記念講演「終末期医療を考える」

● 「もりもり元気体操」お披露目
● 閉会あいさつ　荻原俊男 学長

※内容は今後、変更される可能性があります

青木 元邦氏（森ノ宮医療大学 保健医療学部長・教授）
竹山 育子氏（相愛大学 人間発達学部発達栄養学科准教授）
外村 昌子氏（本学看護学科講師）
脇 英彦氏（同臨床検査学科教授）
松熊 秀明氏（同鍼灸学科准教授）
三木屋 良輔氏（同理学療法学科准教授）
松下 太氏（同作業療法学科教授）

日時 ： 平成28年11月26日（土）　　会場 ： 森ノ宮医療大学　東棟（イーストポート）１階新ホール

　森ノ宮医療大学の10周年を記念して、本学の教員が認知症、ロコモ、腰痛、肩こり予防のた
めの体操「もりもり元気体操」を制作しました。体操の動きをイラストで図解したリーフレット
が今秋にも完成する予定です。また、DVD制作も検討しています。詳細が決まり次第、ホーム
ページ等でご案内させていただきます。

「もりもり元気体操」ができました

10年前

現在

堺市立総合医療センター呼吸器内科　郷間 巌　部長

● シンポジウム「多職種連携―チームで支える高齢者医療」（発表と討論）

● 特別講演「多職種連携実践を推進する
　　　　　  呼吸ケア・リハビリテーションチームの取り組み」

淀川キリスト教病院グループ　
柏木 哲夫 理事長
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森ノ宮医療大学

東ティモールから大学生視察団が来校
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